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第 57 図　管理・運営体制のイメージ

第１節　管理・運営に関する計画

　棚倉城跡の管理・運営については、今後とも管理団体である町が主体となり、関係機関

および関係団体と連携のうえ行う。また、今後、棚倉城跡の実態を解明するための各種

調査の実施や遺跡をより効果的・効率的に整備するとともに保存・活用を図るにあたって

は、関係部局・機関との連携を図る。文化財保護担当部局では、棚倉城跡の日常的な管理・

点検等を適切に実施し、遺構の変形や損傷、植生や施設の状態を把握することで速やかな

対応を図り、遺構保存と来訪者の安全確保に努める。また、自然災害や事故等における危

機管理についても迅速かつ適切な対応に努める。

　また、本史跡を適切に保存管理し、活用や整備を円滑に進めていけるよう、担当部署の

適正な職員配置や庁内関係各課との連携強化に努める。。

第７章　管理運営計画
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第２節　事業計画

・史跡の追加指定や土地公有化の進捗を踏まえ、地区の状況に合わせた段階的な整備を

行う。

第１期：二ノ丸西面石垣の保存修理、サイン整備、視点場整備

第２期：本丸御殿・桝形虎口の構造解明に向けた調査

第３期：建物遺構の平面表示、桝形虎口土塁の復元、施設の移転

・当面の整備対象を第１期とし、第２期以降については中・長期的な整備計画（方針）

として本計画に位置付ける。

第３節　史跡指定及び公有地化

１　二ノ丸

　二ノ丸の未指定地については、当面指定同意取得に取り組み、条件の整った範囲から追

加の史跡指定を目指す。二ノ丸西面石垣については、石垣の保存修理に合わせて公有地化

に取り組む。二ノ丸全体の公有地化については、長期を見据えて取り組むものとする。

２　三ノ丸

　当面指定の同意に取り組み、条件の整った範囲から追加の史跡指定を目指す。三ノ丸全

体の公有地化については、長期を見据えて取り組むものとする。

第 13 表　管理・運営と役割分担（案）



−142−

○事業計画（案）を表に示す。

第 14 表　事業計画（案）
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